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臍湿潤,臍周囲皮膚炎を契機に発見された尿膜管遺残症の新生児例

竹田津原野、池上和洋、長屋 建、須貝理香、白井 勝、
坂田 宏、丸山静男、宮本和俊



145

膳湿潤，膳周囲皮層炎を契機に発見された

尿膜管遺残症の新生児例
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４mmと炎症所見を認めず，ＢＵＮ12.5ｍｇ/dl,CreO4mg／

dlで，他の生化学所見も正常であった。

入院時尿(表２）；尿所見は正常で，感染の所見は認

はじめに

尿膜管遣残症は胎生期の尿生殖洞由来の尿膜管に異

常を生じたもので，膳からの尿流出，排膿，発熱，腹

痛等様々な症状で発症する。今回われわれは遷延する

膳湿潤，膳周囲皮層炎を契機に発見された本症の新生

児例を経験したので報告する。
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症例；日齢17,女児。

主訴；遷延する膳湿潤，膳周囲皮層炎。

出牛歴；近医にて在胎39週０日,30449で出生した。

羊水量は正常で，その他特記することはなかった。

既往歴；特記することはない。

現病歴；出生後膳の結紫を行ったが，膳の脱落がな

いまま退院した。日齢10頃から腰の湿潤，腰周囲の皮

層の炎症を認め，近医にて隣の再結紫，消毒，皮層に

対してgentamycin軟膏の処置をうけていた｡改善が認

められず日齢17に当科に紹介され，精査目的にて入院

となった。経過中に発熱は認められなかった。

入院時現症；入院時体重36209,膳の脱落は無く，

膳の湿潤および膳周囲の皮層にびらん，発赤，小水庖

を認めた。膳からの膿性分泌物は認められなかった。

外陰部は正常女性型で，外表奇形や腹部腫痛は認めな

かった（図１）。

入院時血液検査(表１）；入院時血液検査では，白血

球数9000/ﾉαl，CRP０．０ｍｇ/dl,赤血球沈降速度１時間値

図１入院時腹部写真

膳の未脱落，湿潤，膳周囲皮層炎を認める

表１血液検査
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